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高商連ニュース 

 

 対象業者比１０％読者回復し全商連総会に参加 

 

昨
年
４
月
に
対
象
業
者
比

読
者
10
％
を
割
り
込
み
、
秋

の
運
動
と
春
の
運
動
で
回
復

を
め
ざ
し
ま
し
た
が
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

４
月
も
増
16
、
減
30
で
大

き
く
後
退
し
ま
し
た
。 

 
｢

今
度
こ
そ
回
復
達
成
し

て
全
商
連
総
会
を
迎
え
よ

う｣

と
県
連
理
事
会
で
も
確

認
。 

 
５
月
に
入
り
香
美
郡
民
商

が
統
一
行
動
な
ど
で
24
人
、

南
国
民
商
が
婦
人
部
員
を
中

心
に
９
人
な
ど
、
全
民
商
が

成
果
を
上
げ
、
計
46
人
の
拡

大
で
回
復
達
成
し
ま
し
た
。 

山
﨑
副
会
長
が 

全
体
会
で
発
言
・報
告 

 

１
日
目
の
全
体
会
で
山
﨑

龍
太
郎
副
会
長(

香
美
郡
民

商
会
長)

が
、
10
％
回
復
し

た
こ
と
、
香
美
郡
民
商
が
前

回
総
会
時
読
者
現
勢
を
突
破

し
た
こ
と
、
高
知
県
で
な
ぜ

｢

市
民
と
野
党
の
共
同｣

が
す

す
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て

 

１
日
目
全
体
会
の
最
後

は
。
５
月
25
日
商
工
新
聞
最

終
面｢

一
期
一
会｣

で
紹
介
さ

れ
た
、
須
磨
民
商
・
荒
畑
佐
千

子
さ
ん
ら
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

 

  

２
日
目
は
、
23
の
分
散
会

に
分
か
れ
て
討
議
。
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
封
鎖
の
影
響
な
ど
、

業
者
を
取
り
巻
く
状
況
、
高

市
政
治
に
つ
い
て
な
ど
の
情

勢
、
民
商
や
婦
人
部
、
共
済
会

の
取
り
組
み
な
ど
を
交
流

し
、
全
商
連
総
会
方
針
を
深

め
あ
い
ま
し
た
。 

 

香
美
郡
民
商
が
、
読
者
の

部
で｢

総
会
増
勢
表
彰｣

｢

対

象
業
者
比
表
彰｣

を
受
け
ま

し
た
。 

 

 

＊
詳
報
は
商
工
新
聞
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。 

 

報
告
し
ま
し
た
。 

高
知
か
ら
の
参
加
者
８
名 

 

高
知
県
か
ら
は
、
東
谷
勝

喜
県
連
会
長(

高
知)

、
山
﨑

龍
太
郎
県
連
副
会
長(

香
美

郡
民
商
会
長)

、
入
江
博
孝
県

連
事
務
局
長(

高
知)

、
村
田

敦
子
県
連
理
事(

南
国
民
商

副
会
長)

、
中
村
秀
子
県
連
常

任
理
事(

高
知
、
県
婦
協
会

長)

、
上
岡
孝
雄
県
連
常
任
理

事(

仁
淀
川
民
商
会
長)

、
船

口
千
代
松
県
連
常
任
理
事

(

中
村
民
商
会
長)

が
代
議
員

で
、
近
藤
恵
子
県
連
理
事(

安

芸
民
商
婦
人
部
長)

が
評
議

員
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

総会全体会での山﨑龍太郎副会長の発言 ① 

高知県連副会長、香美郡民商会長の山崎龍太郎です。 

市民と野党の共同による政治転換の展望と組織拡大の推進の２点につい

て発言いたします。 

高知県では２０１０年、陸上自衛隊第５０普通科連隊の高知移住を機に連

合系の平和運動センターと平和委員会が中心となって、郷土の軍事化に反対

する高知県連絡会を結成しました。その後２０１２年４月に、福島原発事故

を受け、原発をなくし自然エネルギーを推進する高知県民連絡会を市民運動

団体も含めたオール高知型の組織として立ち上げた経過があります。これら

の活動、成果を踏まえて憲法の危機に対し、96条改悪反対のアピールを出し

憲法懇談会をスタート、２０１５年５月に戦争法案が提出される事態を受

け、懇談会を、戦争させない、戦争に行かない、高知憲法アクションに発展

させました。高知県連東谷会長も呼びかけ人として参画し市民運動グルー

プ、保守層も含めた結集を図ることができております。その後、国政選挙、

知事選挙、県議選挙では憲法アクションが候補者推薦も行い、高知県連もア

クションが推薦する候補者を支援してきました。連合は緩やかな共同への参

加といったところでしょうか？少なくても妨害するような状況ではありま

せん。ただ解散総選挙において中道の候補者が立候補しましたが、憲法アク

ションの推薦には至りませんでした。今後の高知県連としての推薦の考え方

も明確にしなければなりません。なぜ共同が進んでいるかを考えるとき、ア

クション発足当時の元自治労委員長と県労連委員長の存在の大きさがあげ

られます。護憲の統一戦線構築を目指し、ハードルの高い仕事を成し遂げた

こと、あわせて共産党が強いという点も、相手側を譲歩させる材料になりえ

たと感じるところです。平和運動で発展している点として、原水協と原水禁

の２０２０年以降の平和行進で互いにエールの交換、｢核廃絶へ共に行動を｣

と共催で集会等も行っています。被爆者の会とも連携が図られた点も報告し

たいと思います。 

１０％読者回復にむけた 

ラストスパート 
＜先週号でお伝えした以降＞ 

 

 １９日(水)は拡大ゼロで、２０日９時
の時点での拡大到達が５４であと１０。
しかし、拡大報告が入ってこず不安増
大。 
 その後、仁淀川・上岡会長が２人、香
美郡・山﨑会長が１人、南国から森会長
１人、山崎婦人部長１人、村田敦子副会
長２人の拡大報告があり、残３人に。 

 ２１日に安芸・鈴木副会長、入江県連
事務局長が各１人拡大し、残１人に。 
 その後、香美郡・濱田婦人部長１人、
南国・片山副会長２人拡大し、１０％回
復を超過達成！！ 
 全商連総会出発前に達成できて一安
心。 

 みなさん、ご苦労様でした。 
 次は、この１０％をどう維持していく
かが課題です。 

 さっそく５月末購読中止が２０数人
の見込み。早くも大きな課題となってい
ます。多くの会員の皆さんの参加・協力
で１０％を維持していきましょう。 
 

読者 会員 共済 婦人 青年
安　芸 4 0 0 0 0 3
香美郡 27 0 1 0 0 14
南　国 17 0 2 0 0 6
高　知 6 2 2 1 0 7
仁淀川 3 0 0 0 0 2
須　崎 2 0 0 0 0 1
中　村 5 0 0 0 0 3

計 64 2 5 1 0 36

拡　　　　　大 成果
会員

5/24
現在

成果会員：読者か会員を拡大した会員(紹介含む)

■2026年 全商連総会めざす仲間増やし(4/1～)

 

 前左、船口、中村 後左、山﨑、上岡   右から入江、村田、中村  （近藤さん撮影） 

中央が山﨑会長  他の受賞者と ジャズライブ 
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